









 ― 343 ― 









博士の専攻分野の名称  博 士（歯 学） 
学 位 記 番 号  第  ２１０５５  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 19 年３月 23 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            歯学研究科統合機能口腔科学専攻 
学 位 論 文 名  顎関節症患者の三叉神経支配領域における痛覚閾値に及ぼす精神的因子 
            の影響 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 矢谷 博文 
            （副査） 
            教 授 丹羽  均  助教授 竹村 元秀  講 師 久保 和子 












実験１：温度刺激装置 TSA-II による知覚閾値および痛覚閾値測定の信頼性の検討 
被験者として、本学職員および学生から顎顔面部に疼痛を認めない健常者 10 名（男性５名および女性５名、25




被験者には、対照群として本学学生および当科を受診した顎顔面部に疼痛を認めない健常女性 21 名（平均 42.5
歳）を、患者群として顎顔面部に疼痛を訴えて当科を初診で来院した治療介入前の女性患者 21 名（平均 42.4 歳）
を選択した。 
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および精神的因子の検定には Mann-Whitney U-test を、両者の関係の検討には重回帰分析を、いずれも SPSSⓇ 
14.0J for Windows（SPSS Japan Inc.）を用いて行った。 
＜結果＞ 
実験１ 
1）知覚閾値の級内相関係数は冷刺激が 0.80、温刺激は 0.87 であった。 
2）痛覚閾値の級内相関係数は冷刺激が 0.88、温刺激は 0.84 であった。 
以上より、TSA-II で測定した知覚閾値と痛覚閾値は十分な信頼性を有することが示された。 
実験２ 
1) 電気刺激時の知覚閾値には患者群と対照群の間に有意差を認めなかった。痛覚閾値に関しては、5 Hz 刺激時に











刺激時は 32.3％、冷刺激時は 41.4％、温刺激時は 31.4％それぞれ精神的因子により説明できることが示された。 
＜結論・考察＞ 
三叉神経支配領域の知覚閾値には対照群と患者群との間に差は認められなかったが、患者群の痛覚閾値は対照群




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は、顎関節症患者の三叉神経支配領域における知覚閾値および痛覚閾値に及ぼす精神的因子の影響について
検討を行ったものである。 
その結果、TSA-II による知覚閾値と痛覚閾値の測定は十分な信頼性を有することが示された。また、顎関節症患者
と健常者の知覚閾値には有意差を認めなかったが、顎関節症患者の痛覚閾値は健常者と比べて有意に低く、精神的因
子である抑うつ、不安および妄想的思考の影響を大きく受けていることが示された。 
以上の結果は、顎関節症の疼痛メカニズム解明の一助となるのみならず、顎関節症患者の疼痛制御において精神的
因子を考慮することの重要性を示唆するものであり、博士（歯学）の学位取得に値するものと認める。 
